
















































1967:49）ものとした。この考え方は自他対応を、① 形態的条件、② 構文的条件、 ③ 
意味的条件という、3 つの条件を満たすときにのみ起こる現象とするという、現在の
自他に関する最も一般的な捉え方を示すものとなっている。佐藤 (1994) はこれらの 3
条件について (1) のように定義している。 
 
(1) 日本語における典型的な自他対応について（佐藤 1994: 21） 
 a.  形態的条件: 自動詞と他動詞が同一の語根を共有している。 
 b.  統語的条件: 自動詞文のガ格と他動詞文のヲ格が同一の名詞句で対応してい
   る。 
 c.  意味的条件:  自動詞文と他動詞文が同一の事態の側面を叙述していると解釈
   可能である1。 
(2) a.  太郎が 鉛筆を  折る。 (or-u)  （佐藤 1994:21,2b） 
 b.   鉛筆が  折れる。 (or-e-ru)  （佐藤 1994:21,2a） 
 









                                                                
1 但し、「意味的条件」については「統語的条件」と同じ意味で用いられることが多く、これだ
けが取り沙汰されることは少ない。 




(3)  典型的に自他対応がある動詞群の構文的対応関係 
         （cf. 奥津 1967, 早津 1987 など） 
 a. 「動作主」ガ 「（変化の）対象」ヲ  他動詞。 







 a.  彼女は胸のダイヤをコートの襟で隠した  (kaku-su) （cf. 沼田 1989:201,13a） 
 b. 胸のダイヤがコートの襟で隠れた   (kaku-reru) （cf. 沼田 1989:201,13b） 
 c.  太郎が草むらに隠れた     (kaku-reru) 
(5) 〈乗る〉/〈乗せる〉 
 a. 太郎がうどんに卵を乗せる。   (no-seru) 
 b. うどんに卵が乗る。     (no-ru) 
 c.  太郎が汽車に乗る。     (no-ru) 
(6) 〈進む〉/〈進める〉 
 a. 太郎が研究を進める。    (susum-eru) 
 b. 研究が進む。      (susum-u) 
 c. 太郎が大学院に進む。    (susum-u) 
 
(4b) (5b) (6b) の自動詞文は、それぞれ (4a) (5a) (6a) の他動詞文に対応するものであり、
ガ格で明示される名詞句は、「（変化の）対象」つまり、他動詞文のヲ格に相当する


























 a.  うちの子の体は小さいから大きい子達の体にかくれてちっとも見えやしない。
            （沼田 1989:208, 62a） 
 b. 大きい子達がその体でうちの子をかくすからうちの子がちっとも見えやしない。
             （沼田 1989:209, 62b） 
 c.  村は鎮守の杉森の陰に半ばかくれているが...        
            （沼田 1989:208, 63a） 
 d. 鎮守の杉林の陰が村を半ばかくしているが...      
            （沼田 1989:209, 63b） 
(8)〈隠れる〉が「意図的に人から見えなくなる所に身を置く」という意味の時の自
 他対応 
                                                                
2
 沼田 (1989) によれば、〈隠れる〉が「意図的に人から見えなくなる所に身を置く」という意
味のとき、〈隠す〉の代わりに〈匿う〉が対応するという。 
 
(ⅰ) a. 犯人は物置小屋の中にかくれた。    （沼田 1989:208, 64a） 
b. 彼は犯人を物置小屋の中にかくまった。  （沼田 1989:209, 64b） 
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 a.  犯人は物置小屋の中にかくれた。       （沼田 1989:208, 64a） 
 b. ? 彼は犯人を物置小屋の中にかくした。 
 c. *太郎の宝物は秘密の場所にかくれた。     （沼田 1989:209, 65） 













(9) 『明鏡国語辞典 第二版』 における〈隠れる〉の記述: 
 a. ① 人目のつかないところに身をおく。身を隠す。 
「物陰に―」「カニが慌てて穴に―」「納屋に―れていたところを捕らえる」「逃
げも―もしない（同窓と対決する）ぞ」「権力の陰に―れて専横の限りを尽くす」 
b. ② 視界がさえぎられて物がみえなくなる。 
「月が雲に―」「顔が帽子に/で―」「氷山の大半は海面下に―れている」「名選
手に―れて目立たない」 
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f.  ⑥《「お―・れになる』の形で》身分の高い人が死ぬ。 
 「天子様がお―れになった」 
 (10)『明鏡国語辞典 第二版』 における〈隠す〉の記述: 


























 「現代日本語書き言葉均衡コーパス」 (BCCWJ) をコーパスアプリケーション「中
納言」(ver.2.4)を用いて、自動詞〈隠れる〉と他動詞〈隠す〉の用例を抽出した。自動



















(11) 自動詞〈隠れる〉の出現頻度が高かったガ格名詞句上位 20 位以内のもの 
（総出現数; 順位） 
“人名”（29例; 1 位）、顔（16 例; 2 位）、太陽（12 例; 3 位）、人（10 例; 4 位）、
物（9例; 5位）月（7 例; 6 位）、尻（5例;7 位）、部分（5例; 7位）、姿（4 例; 9位）、
人間（4例; 9 位）、男（4 例; 9位）、膝（4例; 9 位）、病気（4 例; 9 位）、バー（3例; 
14 位）、花（3例; 14 位）、子供（3例; 14 位）、耳（3例; 14 位）、自分（3例; 14 位）、
要素（3 例; 14 位）、瑕疵（3例; 14 位）  
 
 上位 20 位以内のガ格名詞句の用例の中で、有情物（[+animate]）の用例は 134 例中
53 例 (39.55%)、無情物（[-animate]）の用例は、81 例 (60.45%) であった。更に出現し
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た用例全体では、有情物（[+animate]）が 400例中 130 例 (32.50%)、無情物（[-animate]）















  ろだという。       （髙山文彦『鬼降る森』 2004年） 
 b. つぎの日、お隣が休暇旅行から帰ってくると、家はすっからかんになっていたの。
  つまりソファの中にひとがかくれていて、夜のあいだにすべての絨毯を巻きあげ
  てしまったってわけ。 
 （ロルフ・ヴィルヘルム・ブレードニヒ著/池田香代子・真田健司訳『悪魔のほくろ』1992 年） 
 c. 「そ、そりゃあ、わしらの中に犯人がいる場合じゃろう？」勝川さんがあせっ
  たように言った。「犯人が山の中に隠れておったのなら、アリバイなんて関係
  がないんじゃないかね？」  （風見潤『月食屋敷幽霊事件』2005 年） 
d. 署員は現場に急行すると、ジャッキを持った会社員（二十八）が「子猫がタイヤ
 の内側に隠れていて何をやってもどいてくれなかったから」と、わざわざ車を持
 ち上げて逃がしたという。  （中日新聞社「中日新聞 朝刊」2001/8/1） 
e. その中でも印象的なのは、ヒョウの母子の物語だった。一匹のヒョウの幼子が 













  顔が隠れて呼吸を妨げないよう注意しましょう。     
       （久保田競『能力と意欲を伸ばす積極育児法』2004年） 
 b. 今日は撮影する場所もないほどの大勢の撮り鉄さんが来ていました。「ＳＬばん
  えつ物語号」が来る数分前に太陽が雲に隠れてしまいました。今日の煙は昨日よ
  りも多く、舞台田でこのような煙を吐くＣ五十七を見たのは久し振りでした。 
            （Yahoo! ブログ 2008 年） 
 c. まだまだ、蕾がほとんどでしたが、花が開いているものもありました。薄いピン
  クの花が、葉っぱに隠れるように咲いていました。  （Yahoo! ブログ 2008 年） 
 d. 送られたメッセージに対して予測した通りのメッセージが返され、交流が続い
   ていく「相補交流」、予期せぬ反応や行き違いが起こる「交叉交流」、言葉の
   裏に別の動機や目的が隠れている「裏面交流」があります。 
   （渋谷昌三『手にとるように心理学がわかる本:何があなたの心を動かすのか？』1999年） 
 e. 「まあ、なんとドジなんだろう」と思われるかもしれないが、階段の入り口が
  とても分かりづらいところに隠れるようにあり、その「発見」に時間がかかっ
  てしまう。 







                                                                
7 例えば後掲する、(15c) は「ように」という比況の助動詞の作用により、「薄いピンクの花」
が擬人化され有情物のような振る舞いをしているため、デ格に置き換えにくいものと推測す
る。また、(15d) (15e) は、注 10で後述するように、ニ格名詞句に「裏」「所」という場所を表
す名詞が含まれていることが、要因として考えられる。 
8 下線や太字による強調及び、ニ格とデ格の置換可能性を示す「（/で）/（/*で）/（?で）」は筆





  したところだという。     （髙山文彦『鬼降る森』 2004年） 
 b. つぎの日、お隣が休暇旅行から帰ってくると、家はすっからかんになっていたの。
  つまりソファの中に(/*で）ひとがかくれていて、夜のあいだにすべての絨毯を
  巻きあげてしまったってわけ。 
 （ロルフ・ヴィルヘルム・ブレードニヒ著/池田香代子・真田健司訳『悪魔のほくろ』1992 年） 
 c. 「そ、そりゃあ、わしらの中に犯人がいる場合じゃろう？」勝川さんがあせっ
  たように言った。「犯人が山の中に(/?で）隠れておったのなら、アリバイなん






 ギラした太陽に照らされ、のどは渇き、もちろん飢えきっている。   
  （酒井和夫『いま、何故彼=マザコン=がモテはやされるのか』1997 年） 
(15) 無情物（[-animete]）ガ格とニ格・デ格の交替 
 a. 赤ちゃんが力を抜いて頭を床につけたら、背中をやさしくなでます。布団などに
  (/で）顔が隠れて呼吸を妨げないよう注意しましょう。    




  た。          （Yahoo! ブログ 2008 年） 
 c. まだまだ、蕾がほとんどでしたが、花が開いているものもありました。薄いピン
クの花が、葉っぱに(/?で）隠れるように咲いていました。     
          （Yahoo! ブログ 2008 年） 
 d.  送られたメッセージに対して予測した通りのメッセージが返され、交流が続い
   ていく「相補交流」、予期せぬ反応や行き違いが起こる「交叉交流」、言葉の
                                                                
者による。 
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   裏に(/?で）別の動機や目的が隠れている「裏面交流」があります。 
  （渋谷昌三『手にとるように心理学がわかる本:何があなたの心を動かすのか？』1999年） 
 e. 「まあ、なんとドジなんだろう」と思われるかもしれないが、階段の入り口が
  とても分かりづらいところに(/?で）隠れるようにあり、その「発見」に時間が
  かかってしまう。 
















（Yahoo!知恵袋 2005 年） 
 
また、他動詞〈隠す〉とニ格/デ格の共起について NINJAL-LWP for BCCWJ（国立国語
研究所）で検索した用例を見てみると、ニ格が「場所」もしくは「着点」を表すのに
対し、デ格が「原因」や「手段」としての解釈が強くなることが推測される10。 





 に）隠れてタバコを吸ったり[...]  （『リヴァーフェニックス伝説』2003 年） 
10 他動詞〈隠す〉のニ格には、「中」「上」「下」「裏」「奥」「間」「後ろ」など場所を表
す名詞が多く現れる。このような場所を表す名詞をニ格に取る場合、デ格に置き換えにくいと













 止められたら、おれが話をつけるからな」       
























  引き裂かれて荒れ狂う海面でのたうちもがくランチの姿をとらえていた。 












で隠した。「もう、辻ちゃんったら。」  （cf.17d） 























                                                                
11 〈隠れる〉と〈隠す〉のニ格とデ格の振舞い方は、川野 (1997) (2004) (2006) 等が指摘する、
「餅くるみ交替」（ニ/デ格交替）に類似するものである。川野 (1997) では、(iii a) (iv a) のよう
に、ニ格で標示される構文を「位置変化構文」、(iii b) (iv a) のようにデ格で標示される構文を
「状態変化構文」としている。 
 
(iv) a. 雲に月が隠れる。 （川野 1997: 36, (48a)）（位置変化構文） 
 b. 月が雲で隠れる。 （川野 1997: 36, (48b)）（状態変化構文） 
(v) a. 布団に本を隠す。 （川野 1997: 36, (45a)）（位置変化構文） 













2044 例についてヲ格名詞句の用例数を分類した。  
 以下は他動詞〈隠す〉の出現頻度が高かったヲ格名詞句上位 20 位以内の結果であ
る: 
 
(19) 他動詞〈隠す〉の出現頻度が高かったヲ格名詞句上位 20位以内のもの 
 （総出現数; 順位） 
身（227 例; 1 位）、顔（171例; 2 例）、事（136例; 3 例）、姿（107例; 4 位）、驚
き（41 例; 5位）、事実（39例; 6 位）、物（34例; 7 位）、気持ち（27 例; 8 例）、
死体（25 例; 9 例）、“人名”（22 例; 10 位）、色（22例; 10 位）、体（21例; 12
例）、部分（21例; 12 位）、戸惑い（19 例; 14 位）、動揺（19 例; 14 位）、表情
（19例; 14 位）、感情（18例; 17 位）、真実（18 例; 17 位）、身分（18例; 17











  は、さすがに驚きを隠せないようだ。（冴木忍『両手をひろげて！』2001 年） 
b. 吐く息が乱れ、瞳が不安定に揺れていたが、その動揺を隠すように彼女は眼を
  閉じてしまった。     （夏堀正元『渦の真空』1997 年） 
c. 「あの、夕食の準備がしてあるんです。よろしかったら一緒にいただきたいわ」
  それこそ、待っていた言葉だった。だが柚木は喜びを隠して、わざとそっけな
  く言った。「独身にはうれしいお誘いですが、僕じゃご迷惑でしょう」 
         （子母澤類『蜜宴の媚薬師』2003 年） 




  を隠すことができなかった。         
       （篠崎砂美『魔封の大地アンクローゼ』1992 年） 
e.  意気込んだぶん、はぐらかされた思いが強いのだろう。それは堀井刑事以下、
  他の捜査陣も同様だ。木更津に至っては落胆の色を隠そうともしていない。







(21) a. ハトはすぐ近くまで来るので簡単に写せるのですが、スズメは数メートル 以
 内には近づいてくれません。そのときには姿を隠して近づいてくるチャンス
 を待ちます。これを待機撮影といいますが、カーテンの隙間などからカメラ
 だけを出しておきます。  
       （森村進『女性のためのオートカメラ自由自在』1989 年） 
b. 勇敢な男でしたが、張学良が国民党と手を結んだため、身の危険を感じてどこ
   かに姿を隠したときいていました。        
         （胡桃沢耕史『闘神:伊達順之助伝』1993 年） 
c. 六兵衛の手の者は、もう一度、小次郎を確認すると見物人のなかに沈没するよ






 ーヴァの衿を立てて顔を隠していた。       
  （アガサ・クリスティー著/蕗沢忠枝訳『謎のエヴァンズ殺人事件』1989年） 
f. 妖精はその恋を拒まれたため、「森にひそみ、恥ずかしい顔を木の葉で隠
 し、それ以来、さみしい洞窟に暮らしている。だが、それでも恋心は消えず、

































                                                                
12 (22) の（/匿った）の部分は筆者によるものである。 





 (23) 自動詞ガ格と他動詞ヲ格の 20位以内に共通して現れた名詞 
（自動詞「隠れる」の用例数,順位; 他動詞「隠す」の用例数, 順位） 
顔（16 例, 2位; 171 例, 2 位）、“人名”（29例,1 位; 22 例,10 位）、物（9 例, 5位; 34











 を頼む。       （渡辺淳一『愛のごとく』1984 年） 
b.  妻の顔が長い髪に隠れている。   （神崎京介『吐息の成熟』2005 年） 
c.  飛び出していって、重森の身体を貞子から引き離したくてならない。顔が隠れる
  たび、ふたりがキスしているのではないかという妄想に苦しめられた。 
          （鈴木光司『バースデイ』1999 年） 
d.  彼らの多くは、なぜかサングラスをかけている。それも、あの日活時代の小沢
   昭一風の、人相の悪くなる色濃いサングラス。それにまた、顔が半分隠れるほ
   ど大きなマスクをかけている。 
    （武田亨『中国ひとり旅: そこを何とか泊めて下さい』1991 年） 
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 ヴァの衿を立てて顔を隠していた。         




 （ニルダ・グリエルミ著/谷口勇訳『『バラの名前』とボルヘス:エコ, ボルヘスと八岐の園』1995 年） 
(26) 自動詞〈隠れる〉のガ格名詞句に「部分」が来る例: 
a. スカートの上の部分が上着で隠れるのならクリップで留めてみては？  















    （ますこまさき『これは一英語学習者の反乱です。』2002 年） 
c. 藍はバスを降りると、もう戸を閉めたその漬物屋の前に立って、店の正面、二
階の部分をスッポリ隠している大きな看板をじっと見上げた。 
 （赤川次郎『神隠し三人娘: 怪異名所巡り』2005年） 
(28) 自動詞〈隠れる〉のガ格に「姿」が来る例: 
a. 書記官はすぐ視線をもどすと、そのまま大広間を歩み去っていった。その姿
 が、回廊のてすりの陰に隠れて消えた。       
      （佐々木譲『ストックホルムの密使』1997 年） 




 どの真っ黒な獣の群れ。     （牧原朱里『刻の棲人』2001 年） 
c. [...] 池越しに見える楼閣の窓から、姫惺の顔が覗いていた。王英の視線に気づ
 いてか、ふと姿が隠れる。「何か？」「いや」 王英は、軽く亭を下りると
 門のほうへと歩きだした。        （狩野あざみ『亡国の微笑』1997 年） 




 出しておきます。 （森村進『女性のためのオートカメラ自由自在』1989 年） 
b. 勇敢な男でしたが、張学良が国民党と手を結んだため、身の危険を感じてど
 こかに姿を隠したときいていました。       
       （胡桃沢耕史『闘神:伊達順之助伝』1993 年） 
c. 六兵衛の手の者は、もう一度、小次郎を確認すると見物人のなかに沈没するよ
















（青山繁晴『文學界』平成 14年 4月号; 第 56 巻第 4号） 








  ころだという。      （髙山文彦『鬼降る森』2004 年） 























                                                                
13 (31d) は、「何かに遮られて対象が見えなくなる」という意味の自動詞〈隠れる〉に対応する
用例と考えられる。（cf. (7)） 







(32)  他動詞〈隠す〉のヲ格に“感情”表す名詞が来る例: 
a. しかし突然、なにもない空間からディスクリート達が現われたのを目撃して
 は、さすがに驚きを隠せないようだ。       
        （冴木忍『両手をひろげて！』2001 年） 
b. *しかし突然、なにもない空間からディスクリート達が現われたのを目撃して
 は、さすがに驚きが隠れないようだ。        
c. 吐く息が乱れ、瞳が不安定に揺れていたが、その動揺を隠すように彼女は眼
 を閉じてしまった。     （夏堀正元『渦の真空』1997 年） 
d. * 吐く息が乱れ、瞳が不安定に揺れていたが、その動揺が隠れるように彼女は
 眼を閉じてしまった。           
e. 週刊誌の女性問題などで急速に求心力が低下する山崎拓自民党幹事長の調整力
 に早くも疑問の声が上がっており、公保両党は不安を隠しきれないのが実情











 神医療の専門家としての、私の出発点でした。    
 （斎藤正彦『老人病院:青梅慶友病院のこころとからだのトータルケア』2002年） 
j.  * [...]そうした事実を前にいらだちが隠れない人間のありようこそが、高齢者精
 神医療の専門家としての、私の出発点でした。 













 うにひとつ雲が浮かんでいるのが見えた。       
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